
A

日
中
綬
章
、
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
奥
田
聰
氏
が

勲
等
瑞
宝
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
十
一
月
九

日
国
立
劇
場
大
劇
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

創
立
記
念
行
事

創
寵
念
礼
拝
十
一
月
二
十
八
日
⑪

十
時
同
志
社
栄
光
館

リ
ユ
ニ
オ
ン
十
一
月
二
十
八
日
⑪

十
二
時
三
十
分
同
志
社
新
島
会
館

早
天
祈
祷
会
十
一
月
二
十
九
日
⑪

七
時
若
王
子
山
頂

創
"
百
一
十
四
周
龜
念
式
十
一
刃
十
九
口
⑪

九
時
大
学
神
学
館
礼
拝
堂

第
六
回
国
際
主
義
教
育
教
職
員
研
修
会

十
月
十
六
日
に
第
六
回
国
際
主
義
教
育
教
職

、
研
修
会
が
大
学
至
誠
館
会
議
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
本
研
修
会
は
国
際
主
義
教
育
委
員
会
主

催
で
例
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は

兀
立
命
館
讐
で
京
都
日
仏
協
会
会
長
の
谷
岡
武

雄
氏
が
「
E
U
は
連
邦
国
家
を
つ
く
る
か
」
の
テ

ー
マ
で
発
題
さ
れ
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

第
六
回
外
国
人
教
員
懇
談
会

十
二
月
十
七
日
に
第
六
回
外
国
人
教
員
懇
談
会

が
京
都
ガ
ー
デ
ン
ハ
レ
ス
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。

、ノ

本
懇
談
会
は
国
際
主
義
教
育
委
員
会
主
催
で
例
年

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
、
今
回
は
五
十
人
が
参
加

法
人
部

十
九
回
東
京
新
島
講
座

十
月
九
日
に
第
二
十
回
東
京
新
島
講
座
公
開
需

演
会
が
有
楽
町
朝
日
ス
ク
エ
ア
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
東
京
新
島
講
座
は
例
年
十
月
に
行
わ
れ
、

今
回
は
廣
川
勝
美
大
学
文
学
部
教
授
と
安
森
敏
隆

女
子
大
学
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
「
花
の
都
・
源
氏
物

語
名
所
遊
覧
、
「
新
島
襄
の
短
歌
1
和
歌
的
発
想

と
短
歌
的
発
想
1
」
の
演
題
で
講
演
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
秋
の
叙
勲

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
ヒ
羽
創
氏
轟
等
旭

し
て
懇
談
し
た
。

四
回
国
際
主
義
教
育
講
演
会

一
月
二
十
日
に
第
四
回
同
志
社
国
際
主
義
教
育

講
演
会
が
大
学
寧
静
館
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
今
回
は
同
志
社
校
友
会
コ
リ
ア
ク
ラ
ブ
副

会
長
の
金
泰
成
氏
に
ょ
り
、
「
同
志
社
と
コ
リ
ア
と

の
交
流
1
戦
前
を
中
心
に
1
」
の
演
題
需
演
さ

れ
た
。

一
呪

大
学

泉
都
産
学
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る

九
九
九
年
九
月
日
S
四
日
の
日
間
に
わ

た
り
(
財
)
京
都
工
業
会
と
工
学
部
の
共
催
で
「
W

京
都
産
学
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
イ
ベ
ン
ト
L
 
が
開
催
さ

れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
京
都
府
内
に
本
拠
を
も

ち
、
理
工
系
学
部
を
設
置
し
て
い
る
京
都
大
学
、

京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
立
命
館
大
学
、
龍
谷
大
学
、

京
都
産
業
大
学
の
六
大
学
を
会
場
に
順
次
開
催
し

て
い
る
も
の
。
今
回
第
十
回
目
を
迎
え
「
末
来
技

術
を
支
え
る
先
端
科
学
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
工

学
部
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
(
略
称
R
C
A
S

T
)
の
研
究
活
動
を
中
核
に
特
別
講
演
、
ホ
ス
タ

THE LATEST
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1
展
尓
(
イ
ン
テ
リ
ジ
エ
ン
ト
・
一
プ
ク
ノ
フ
エ
ア
)
、

講
演
(
技
術
セ
ミ
ナ
ー
)
、
先
端
科
学
の
研
究
拠
点

の
施
設
や
研
究
室
の
公
開
を
実
施
、
広
く
同
志
社

大
学
工
学
部
・
理
工
学
研
究
所
の
教
育
・
研
究
活

動
の
成
果
を
紹
介
し
た
。

ま
た
「
一
般
施
設
の
公
開
L
 
と
し
て
歴
史
資
料

餓
学
術
惰
報
セ
ン
タ
ー
(
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図

書
館
・
情
報
処
理
実
習
教
室
・
視
聴
覚
教
室
)
、
同

志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
資
料
展
示
と
本
学
教
育
施

設
の
紹
介
も
実
施
し
、
好
評
を
得
た

秋
学
期
留
学
生
別
科
お
よ
ぴ
大
学
院
入
学

式
が
行
わ
れ
る

ト
月
一
日
、
留
学
生
別
科
(
日
本
語
教
育
セ
ン

タ
ー
)
の
入
学
式
が
神
学
館
礼
拝
堂
で
行
わ
丸

留
学
生
別
科
初
年
度
の
春
学
期
人
学
者
に
続
く
三

十
人
が
秋
か
ら
の
日
本
で
の
新
た
な
生
活
に
希

望
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。
ま
た
、
同
神
学
館
礼
拝

堂
に
て
大
学
院
入
学
式
も
行
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
研

究
科
秋
学
期
人
学
生
三
人
が
式
に
参
列
し
、
新
た

な
大
学
院
生
活
に
向
け
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

同
志
社
群
馬
講
座
開
催

十
一
月
十
日
、
群
馬
県
前
橋
市
の
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
で
同
志
社
大
学
、
女
子
大
学
の
共

催
に
ょ
り
同
志
社
群
驫
座
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
は
両
大
学
の
教
育
研
究
活
動
の
成
果
を
関
西
地

域
に
止
ま
ら
ず
広
く
社
会
に
公
開
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
六
月
の
同
志
社
盛
岡
整
」
に
続
き

開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。
今
同
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
い
の
ち
を
者
え
る
し
。
村
瀬
学
女
子
大
学
生
活

科
学
部
助
教
授
に
ょ
る
「
玲
歳
1
な
ぜ
こ
こ
に
子

供
と
大
人
の
境
界
を
見
よ
う
と
す
る
の
か
1
」
、
西

岡
一
大
学
工
学
部
教
授
に
ょ
る
「
環
境
と
い
の
ち

の
世
紀
1
食
べ
物
を
中
心
に
考
え
る
ー
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
た
会
き
は
前
橋
市
、
高
崎

市
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
の
受
誥
者
、
般
市
民

や
両
大
学
の
卒
業
生
を
あ
わ
せ
て
百
十
人
が
参

1加
こ
の
訥
座
に
寄
せ
る
帽
広
い
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
わ
れ
た
。

二
0
0
0
年
度
ア
ド
ミ
ッ
シ
ヨ
ン
ズ
オ
フ

イ
ス
方
式
に
よ
る
入
学
者
選
抜
(
A
0
入
試
)

の
結
果
十

月
日
、
二
0
0
0
年
度
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
方
式
に
ょ
る
入
学
者
選
抜
(
A
O

入
試
)
の
合
格
者
八
十
四
人
を
発
表
し
た
。
文
学

部
文
化
学
科
が
新
た
に
参
加
し
た
こ
と
、
文
学
部

英
文
学
科
の
出
願
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ

つ
て
、
志
願
者
は
大
幅
に
増
加
し
、
四
百
六
十
九

人
と
な
っ
た
(
咋
年
は
三
百
三
十
五
人
)
。
志
願
老

は
全
国
に
わ
た
り
、
四
十
四
都
道
府
県
か
ら
出
願

が
あ
っ
た
。
海
外
の
高
校
出
身
者
の
出
願
も
咋
年

O
o
m
工
一
m
l
》

と
同
数
で
十
七
人
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
合
格
者

数
は
八
十
四
人
(
昨
年
は
七
十
六
人
)
で
、
現
役

七
十
人
、
既
卒
十
人
量
得
率
は
一
ト
ニ

倍
(
文
化
学
科
心
理
山
轟
攻
)
、
平
均
倍
率
は
五
・

六
倍
で
あ
っ
た
な
お
、
入
学
手
続
き
締
切
日
ま

で
に
八
十
四
人
中
七
十
九
人
が
手
続
き
を
完
了
し

た
。

「
熊
本
バ
ン
ド
の
人
た
ち
」
展

「
熊
木
バ
ン
ド
L
と
は
、
熊
本
洋
学
校
で
し
・
L
.

ジ
エ
ー
ン
ズ
の
教
え
を
受
け
た
生
徒
た
ち
の
う

ち
、
ジ
エ
ー
ン
ズ
邸
で
開
か
れ
た
聖
書
研
究
会
に

出
席
し
て
感
化
を
受
け
八
七
六
(
明
治
九
)
年

月
日
に
熊
本
市
郊
外
の
花
岡
山
山
頂
で
相

挑
え
て
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
よ
う
と
盟
約

し
た
人
た
ち
で
前
年
に
卒
業
し
て
そ
の
場
に
い
な

か
っ
た
小
崎
弘
道
や
山
崎
為
徳
ら
を
含
む
。
彼
ら

の
多
く
は
迫
害
を
受
け
る
な
ど
で
明
治
九
年
の
秋

以
降
、
同
志
社
に
移
り
、
同
志
社
に
お
い
て
社
長

(
鷺
)
と
し
て
大
き
く
貢
献
し
、
同
志
社
の
校
風

の
基
礎
を
作
っ
た
。
今
回
の
展
示
は
黒
社
と
の

関
係
を
中
心
に
熊
本
バ
ン
ド
の
歴
史
翌
義
を
再

確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓
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(
期
問
)
二
0
0
0
年
四
月
二
八
日
圈
ま
で

(
開
室
時
間
)
月
S
金

士

午
前
九
時
三
十
分
S
午
後
五
時

午
前
九
時
三
十
分
S
午
後
十

時
ま
で

(
休
室
日
)
祝
日
・
同
志
社
の
休
日

(
場
所
)
 
Z
ゆ
誘
一
ヨ
伽
え
8
ヨ
(
同
志
社
大
学
今

出
川
校
地
・
ハ
リ
ス
理
化
学
館
二
階
)

扶
柔
館
り
ニ
ユ
ー
ア
ル

今
出
川
校
地
の
扶
桑
館
で
は
現
在
改
修
工
事
が

h
わ
れ
て
い
る
。
扶
桑
館
は
永
年
工
学
部
の
機
械

系
・
化
学
系
実
験
棟
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
。

こ
れ
に
ょ
り
、
二
階
は
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進

事
業
の
研
究
施
設
、
三
階
か
ら
五
階
は
主
と
し
て

法
学
部
、
経
済
学
部
、
商
学
部
の
演
習
教
室
な
ど

に
改
修
さ
れ
、
少
人
数
教
育
の
場
を
提
供
す
る
。

地
階
に
は
大
学
会
館
内
に
あ
っ
た
生
協
書
籍
部
が

移
転
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
変
更
が

加
え
ら
れ
、
四
月
か
ら
は
よ
り
多
く
の
学
生
が
利

用
し
や
す
い
建
物
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。

ラ
ー
ネ
ツ
ド
記
念
図
書
館
の
日
曜
開
館

に
つ
い
て

今
出
川
図
書
館
は
昨
年
度
秋
学
期
よ
り
開
講
期

間
・
試
験
期
問
の
日
曜
日
に
開
館
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
田
辺
校
地
の
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図

゛
)
、

書
館
に
お
い
て
も
七
月
か
ら
日
曜
開
館
を
行
っ
て

い
る
0

(
開
館
時
問
)
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

(
開
室
場
所
)
開
架
閲
覧
室
、
参
考
図
宝
国
・
雑
誌
室

(
サ
ー
ビ
ス
)
資
料
閲
覧
と
貸
出
図
書
の
返
却
の

み
、
コ
ヒ
ー
機
は
利
用
可

(
日
曜
日
の
開
館
期
間
)
開
講
期
間
・
試
験
期
間

田
辺
校
地
名
称
変
更

田
辺
校
地
の
新
し
い
愛
称
(
通
称
)
を
学
生
、

教
職
員
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
六
十
六
通
の
応
募

が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
一
番
応
募
の
多
か
っ
た
「
京

田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
L
 
が
新
し
い
名
称
(
通
称
)
に

決
定
。
公
式
の
校
地
名
称
と
し
て
は
二
0
0
0
年

四
月
一
日
か
ら
「
京
田
辺
校
地
」
と
表
記
さ
れ
る
。

作
曲
公
開
講
座

十
月
六
日
(
水
)
頌
啓
館
ホ
ー
ル
に
て
、
講
師

に
作
曲
家
の
平
義
久
氏
(
。
ハ
リ
エ
コ
ー
ル
.
ノ
ル

マ
ル
音
楽
院
作
曲
科
教
授
)
を
招
い
て
開
催
。
平

氏
作
曲
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
に
続
い
て
、
総
合
的
音

楽
観
に
つ
い
て
興
味
深
い
お
話
を
う
か
が
う
事
が

で
き
た
。
ま
た
、
時
問
が
許
す
限
り
質
問
に
答
え

て
い
た
だ
し
ナ

公
開
文
化
講
演
会

現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
肌
(
申

請
)
を
黒
し
て
十
月
九
日
出
大
阪
・
 
1
M
P
ホ

ル
、
十
月
十
日
⑪
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ヘ

ル
に
て
開
催
。
大
阪
会
場
は
、
中
坊
公
平
氏
公
汁

護
士
)
、
田
口
奉
童
氏
(
財
団
法
人
国
際
通
貨
研
究

所
主
任
研
究
員
・
四
月
よ
り
同
志
社
女
子
大
学
教

授
に
就
任
予
定
)
、
京
都
会
場
は
森
浩
一
氏
(
同

志
社
大
学
名
誉
教
授
)
、
朧
谷
講
氏
(
学
芸
学
部
教

授
)
に
ょ
る
訥
演
が
行
わ
れ
た
。

日
本
語
日
本
文
学
科
第
十
一
回
公
開
講
座

十
月
二
十
日
咽
、
新
島
記
今
餓
呈
に
て
開
催
。

講
師
は
、
大
阪
芸
術
大
学
の
出
口
逸
平
氏
。
演
題

は
、
「
京
の
劇
作
家
た
ち
し
。
現
在
活
躍
し
て
い
る

劇
作
家
た
ち
に
注
目
し
た
話
は
興
味
深
く
、
ま
た

京
都
と
い
う
身
近
な
場
所
を
取
り
上
げ
て
ぃ
る
た

め
、
熱
心
に
聞
く
学
生
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

同
志
社
女
子
大
学
・
城
崎
町
歴
史
文
学

ま
つ
り
十
月
二
十
四
日
⑪
・
十
五
日
側
、
兵
庫
県
立

城
崎
大
会
議
館
・
西
村
屋
ホ
テ
ル
招
月
庭
等
に
て

開
催
し
、
城
崎
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
四
人

の
講
師
に
ょ
る
講
演
、
'
念
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

女
子
大
学
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行
わ
れ
た
。
講
演
の
内
容
は
次
の
通
り
。

●
「
鉄
幹
・
晶
子
そ
し
て
前
田
純
孝
」

安
森
敏
隆
念
羣
部
教
授
)

.
「
城
崎
温
泉
湯
の
縁
起
」

寺
川
眞
知
火
(
学
芸
学
部
教
授
)

.
「
中
央
と
諸
国
、
王
朝
女
流
作
家
の
環
境
」

朧
谷
講
傘
芸
学
部
教
授
)

●
「
宿
泊
産
業
に
お
け
る
ホ
ス
ヒ
タ
リ
テ
ィ
の

あ
り
方
L

山
上
徹
傘
一
烹
子
部
教
授
)

シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
公
演

,
ン
m
イ
0
仁
鼻
ゆ
一
一
(
お
気
に
召
す
ま
ま
)
"

学
芸
学
部
英
語
英
文
学
科
三
・
四
年
次
の
二
年

間
に
わ
た
っ
て
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
を
学

び
、
英
語
劇
に
ょ
り
上
演
。
企
画
か
ら
衣
装
錘

台
装
置
、
照
明
、
演
出
キ
ャ
ス
ト
等
す
べ
て
学

生
の
手
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
る
。
今
年
度
第
四
十
九

回
目
を
迎
え
た
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
公
演
は
、
同
志

社
女
子
大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
・
新
制
大
学
設

置
五
十
周
年
'
念
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
十
一
月
六
日
幽
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ

ヘ
ル
に
て
、
十
二
日
倒
・
十
三
日
出
は
新
島
記
念

誠
堂
に
て
;
ン
m
 
イ
合
鼻
ゆ
一
一
(
お
気
に
召
す

ま
ま
)
0
を
上
演
し
た
。
三
日
間
と
も
、
卒
業
生
を

含
め
多
数
の
観
客
で
賑
わ
い
、
公
演
は
大
成
功
を

収
め
た
。

創
立
記
念
礼
拝

十
一
月
十
九
日
圈
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ

ル
に
て
遠
藤
順
子
氏
(
故
遠
藤
周
作
氏
夫
△
を

招
い
て
行
わ
れ
た
日
本
人
の
心
に
届
く
キ
リ
ス

ト
ー
信
者
か
ら
の
さ
さ
や
か
な
願
い
ー
し
と
題
し

て
、
夫
を
看
取
っ
た
経
験
か
ら
、
今
日
的
キ
リ
ス

ト
教
の
課
題
に
触
れ
ら
れ
た
の
ち
、
自
身
の
長
唄

と
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
(
鴛
渕
紹
子
同
志
社
女
子
大

学
名
誉
教
授
演
奏
)
、
三
味
線
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
演

奏
が
行
わ
れ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

同
志
社
女
子
大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
・
新
制

大
学
設
置
五
十
周
年
を
記
念
し
て
今
出
川
キ
ャ
ン

ス
に
て
開
催
0
 
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

韓
国
な
ど
海
外
を
含
め
、
二
十
S
九
十
歳
代
の
約

千
二
百
人
の
卒
業
生
が
訪
れ
た
。
栄
光
館
フ
ァ
ウ

ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル
に
て
行
わ
れ
た
厳
か
な
「
記
念
礼

拝
」
に
続
い
て
、
契
ふ
式
典
L
 
で
は
親
子
三
代
・

四
代
の
卒
業
生
(
計
十
三
組
)
を
表
彰
し
、
エ
ン

プ
レ
ム
の
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
、
氷
井
路
子
氏

(
作
家
)
に
ょ
る
「
見
直
し
た
い
女
た
ち
の
歴
史
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
記
今
謡
側
が
行
わ
れ
た
後
純

正
館
に
て
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
し
た
。
卒
業
生

の
ス
ピ
ー
チ
や
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
0
G
有
志
に

O
o
m
工
一
m
l
》

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。
卒
業
生
は

そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
時
代
を
語
り
合
い
、
終
始
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

短
期
大
学
部
公
開
講
演
会

十
二
月
一
日
咽
新
島
'
今
戴
皐
に
て
、
訥
師
に

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
井
上
章
一

氏
を
迎
え
て
開
催
。
井
上
氏
に
は
、
社
会
と
美
人

観
念
と
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
た
著
書
が
あ
る

゛
、
、
が
、
ム
,
回
の
公
演
で
も
「
女
ら
し
さ
と
美
し
さ
」

と
い
う
題
需
さ
れ
た
。
誠
演
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
「
女
ら
し
さ
し
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

盛
会
で
あ
っ
た
。

白
楽
学
科
定
期
演
奏
会

第
二
十
九
回
定
期
演
奏
会
を
十
二
月
五
日
⑪
、

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
(
大
ホ
ー
ル
)
に
て
開

催
。
出
演
は
音
楽
学
科
合
唱
団
と
管
弦
楽
団
で
、

カ
プ
レ
の
「
三
声
の
ミ
サ
曲
」
、
福
島
雄
次
郎
の

道
之
島
唄
」
、
フ
ァ
リ
ャ
の
バ
レ
エ
組
曲
「
三
角

帽
子
」
、
フ
ラ
ン
ク
の
交
響
曲
二
短
剥
が
演
奏
さ

゛q
、

学

ι

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓ 6覧
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れ
たミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
公
演

'
↓
=
ゆ
 
m
0
仁
コ
ル
 
0
{
冨
仁
m
一
へ
、

短
期
大
学
部
英
米
語
科
の
授
業
「
英
米
語
特
殊

研
究
(
英
語
音
声
身
体
表
現
研
究
)
」
で
、
英
語
の

発
声
や
発
音
と
身
振
り
や
視
線
の
取
り
方
な
ど
の

身
体
表
現
法
を
学
ぷ
と
と
も
に
、
異
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
学
生
た
ち
が

ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
を
上
演
す
る
。
全
員
が
キ
ャ
ス
ト

と
し
て
登
場
す
る
だ
け
で
な
く
、
 
A
D
、
照
明
、

音
楽
等
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
人
一
役
も
二
役
も

こ
な
す
十
一
回
目
と
な
る
今
年
度
は
同
志
社
女

子
大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
・
新
制
大
学
設
置
五

十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
十

月
十
六
日
困
新
島
記
今
趣
昆
・
十
二
月
十
八
日

幽
シ
ア
タ
ー
ー
2
0
0
に
て
'
↓
ず
ゆ
仂
0
仁
=
含
 
0
-

冨
仁
曾
へ
を
上
演
し
た
。

滞
在
石
倉
祭
九
月
卜
日
困
S
十
月
四
日
⑪

十
月
十
五
日
圈

入
試
説
明
会

同
志
社
中
学
校
以
外
の
中
学
校
対
象
十
月
卜
六
日
幽

L
学
説
明
会

同
志
社
中
学
校
年
生
綴
者
対
象

十
月
二
十
三
日
幽

入
試
説
明
会

同
志
社
中
学
校
以
外
の
保
護
者
対
象

十
月
二
十
八
日
困

人
権
学
習

午
後
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
、
生
徒
は
事

後
感
想
文
提
出
。

0
一
年
ビ
デ
オ
「
子
ど
も
の
権
利
」
を
見
た
後

子
ど
も
の
権
利
条
約
L
(
抄
)
を
読
む
。

0
二
年
映
画
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
.
ビ
ユ
ー
テ
ィ

フ
ル
」
を
鑑
賞
。

0
三
年
需
(
次
の
う
ち
か
ら
一
っ
を
聴
講
)

「
私
の
戦
争
体
験
L

布
川
庸
子
(
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ユ
ー

、
シ
ア
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
)

^
く
こ
と
生
き
る
こ
と
し

中
田
進
(
関
西
勤
労
者
教
育
協
会
需
)

聴
党
園
需
馨
者
の
現
状
と
課
題

ツ
矢
直
子

(
京
都
市
聴
覚
.
口
語
障
害
セ
ン
タ
ー
)

高
等
学
校

ウ
エ
ス
リ
ー
高
(
一
父
換
留
学
・
オ
ー
ス
ト

九
月
十
八
日
⑪

ラ
リ
ア
)
の
生
徒
来
校

女
子
六
人
・
男
子
三
人
の
九
人
で
、
付
き
沃

は
デ
ニ
ス
・
フ
リ
ー
マ
ン
先
生
、
十
月
九
日
ま
で

十
一
月
一
日
働
S
六
日
①

宗
教
週
問

か
っ
こ
わ
る
さ
の
や
さ
し
さ
」

大
澤
宣
(
紫
野
教
会
牧
師
)

釜
ケ
崎
で
出
会
っ
た
人
」

小
柳
伸
顕
百
本
基
督
教
団
牧
師
)

良
き
実
を
つ
け
る

早
川
須
賀
子
(
株
式
会
社
J
R
勤
務
)

「
極
限
の
世
界
」播
磨
醇
(
日
本
基
督
教
団
牧
師
)

十
一
月
五
日
圈

保
護
者
面
談

十
月
十
.
口
出

教
職
員
修
養
会

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
問
わ
れ
て
い
る
も
の
ー

学
校
礼
拝
と
は
何
か
1
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
崎
眞

(
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
)
と
木
村

良
己
(
本
校
教
諭
)
の
発
題
で
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
で
開
催
約
十
人
の
参
加
が
あ
り
、
タ

食
・
歓
陵
の
後
解
散

十
月
卜
日
佃

家
庭
ク
リ
ス
マ
ス

教
職
員
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
中
心
に
約
七
十
五
人

が
本
校
食
堂
に
集
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
大止
揚
学
園
(
滋
賀
県
)
訪
問十
二
月
十
五
日
姻

献
金
・
リ
ー
ス
を
も
っ
て
M
、
参
加
者
十
五
人
。

苅



香
里
中
高

ヒ
祭

九
月
十
三
日
困

体
育
祭
高
校

十
月
一
日
圈

中
学

十
月
二
日
団

学
修
学
旅
行
↓
打
卜
品
S
 
卜
六
品

泉
都
駅
か
ら
特
急
雷
鳥
で
新
潟
へ
、
新
潟
か
ら

ス
で
裏
磐
梯
高
原
着
、
夜
に
星
座
の
説
明
を
聞

十
四
日
、
五
色
沼
散
策
の
後
、
り
ン
ゴ
狩

くり
・
蕎
麦
打
ち
体
験
・
日
新
館
で
座
禅
体
験
な
ど

班
別
行
動
、
磐
梯
高
原
連
泊
。
ニ
ト
五
日
、
会
津

若
松
市
内
に
て
白
虎
隊
記
念
館
・
隊
士
の
墓
を
見

学
後
班
別
行
動
で
会
津
城
・
山
本
覚
馬
・
新
島

八
重
生
誕
地
を
訪
問
。
バ
ス
に
て
日
光
湯
兀
へ
。

十
六
日
、
日
光
東
照
宮
を
見
学
後
宇
都
宮
か

ら
新
幹
線
に
て
知
京

高
校
修
学
旅
行
十
乃
 
1
L
内
咽
S
卜
月
一
品

十
七
日
夜
、
班
に
わ
か
れ
て
関
西
国
際
空

港
発
ア
リ
ゾ
ナ
'
念
館
・
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
.

ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館
見
学
。
二
十
八
日
午
前
、

ハ

ワ
イ
大
学
キ
ャ
ン
ハ
ス
ツ
ァ
ー
、
午
後
ポ
リ
ネ

シ
ア
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
見
学
。
二
十
九
日
午
前
、

ホ
ノ
ル
ル
市
街
地
の
バ
ス
・
ツ
ァ
ー
、
午
後
オ
・

コ
リ
ナ
ビ
ー
チ
に
て
海
水
浴
、
三
十
日
、
班
別
行

修
養
会

高
校
修
養
会
九
月
卜
日
幽
・
ト
日
⑪

●
 
1

兵
庫
県
三
田
市
に
あ
る
、
関
四
繞
千
刈
キ
ャ

ン
プ
場
に
於
い
て
行
わ
れ
た
テ
ー
マ
は
風
立

ち
ぬ
い
ざ
生
き
め
や
も
」
で
、
同
志
社
社
史
資

料
室
の
本
井
康
博
先
生
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
そ
の
発
題
を
元
に
、
自
分
を
見
っ
め
、
仲
間

と
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
語
り
合
っ
た
。

中
学
修
養
会
九
月
十
八
日
団
・
十
九
臼
⑪

動
、
夜
に
デ
ィ
ナ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
、
十
日
、

行
き
と
向
様
二
班
に
わ
か
れ
て
ホ
ノ
ル
ル
空
港
発

熊
事
帰
国
。

ト
ル
コ
大
地
震
救
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
派
 
L
 
十
月
十
日
団
S
十
月
五
日
圈

本
校
よ
り
派
曾
れ
た
教
員
人
、
高
校
・
中

学
生
徒
各
一
人
が
ト
ル
コ
共
和
国
イ
ズ
ミ
ッ
ト
地

震
救
援
の
た
め
、
震
源
地
で
あ
る
コ
ジ
ャ
エ
リ
県

の
イ
ズ
ミ
ッ
ト
、
ギ
ョ
ル
、
シ
ユ
ク
お
よ
び
サ
カ
リ

ヤ
県
の
ア
ダ
パ
ザ
ル
を
訪
問
。
生
徒
・
保
護
者
.

教
職
員
か
ら
集
め
た
義
援
金
を
サ
カ
リ
ャ
県
知
耶

に
手
渡
し
た
。

教
職
員
教
育
研
究
研
修
会

同
志
社
女
十
大
学
教
授
坂
本
小
響
先
生
需
師

に
迎
え
創
設
期
同
志
社
の
女
了
教
育
」
と
題
し

需
演
が
行
わ
れ
た
。
祠
志
社
分
校
女
紅
場
の
設

立
か
ら
同
志
社
女
学
校
へ
の
発
展
、
新
島
八
屯
と

ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
と
の
確
執
、
新
島
襄
の
女
子

教
育
観
な
ど
に
つ
い
て
お
'
し
て
い
た
だ
い
た
。

同
和
教
育
映
画
鑑
会

十
二
月
九
Π
杓

月
レ
日
圈

●
 
1

』
局
校
「
、
ク
ッ
ド
・
ウ
ィ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
L

、ノ

中
学
「
マ
イ
.
フ
レ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
」

人
権
教
育
の
一
環
と
し
て
加
年
映
画
を
鑑
賞
し

た
後
、
生
徒
全
員
に
威
類
文
を
書
か
せ
て
い
る

十
一
月
十
五
日
⑪

需
は
明
浄
学
院
高
等
学
校
教
諭
川
西
寿
美
子

先
牛
、
、
走
は
ジ
エ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
教
育
を
め

ざ
し
て
し
で
あ
っ
た
本
校
の
男
女
共
学
導
入
に

つ
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
お
こ
る
の
か
、
ど

伴の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
な
の
か
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
性
差
か
ら
お
こ
る
諸
問
題
に

つ
い
て
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
・
厚
生
白
書
・
東

京
女
性
財
団
作
成
資
料
な
ど
を
使
い
な
が
ら
実
例

や
体
験
を
あ
げ
説
明
さ
れ
た
。

宗
教
教
育
教
職
員
研
修
会

O
o
m
工
一
m
工
か

女
子
中
高

一
刃
十
七
日
咽

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓
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兵
庫
県
田
市
に
あ
る
、
関
西
学
院
千
刈
キ
ャ

ン
プ
場
に
於
い
て
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
幻
世

紀
を
ど
う
生
き
る
か
1
女
性
と
し
て
強
く
生
き
る

た
め
に
」
。
需
師
に
は
、
梅
花
中
学
・
一
局
等
学
校
聖

書
科
教
諭
の
高
橋
季
先
生
を
お
迎
え
し
た
。
世

紀
末
を
迎
え
、
新
し
い
世
紀
に
向
か
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
の
か
、
真
剣
に

語
り
合
い
、
ま
た
、
共
に
生
活
す
る
中
で
、
豊
か

な
経
験
を
し
た
。

九
月
二
十
七
日
卿

体
育
祭

そ
れ
ほ
ど
暑
く
も
な
く
、
快
適
な
状
態
の
中
、

白
熱
し
た
思
い
で
、
覇
を
競
い
合
っ
た
。

十
月
一
日
圈
S
十
月
二
日
幽

文
化
祭

「
一
N
浮
号
一
N
一
子
爲
(
自
由
の
祭
典
)
L

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
学
園
最
大
の
行
事
で
あ
る
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
熱
唱

し
、
中
学
一
年
生
は
ス
テ
ン
ド
カ
ラ
ー
で
「
わ
た

し
の
好
き
な
も
の
し
を
ボ
ー
ド
に
描
き
、
通
路
に

飾
り
、
中
学
二
・
三
年
生
は
ク
ラ
ス
対
抗
の
展
示

コ
ン
ク
ー
ル
、
高
校
生
は
「
貼
り
絵
」
の
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
、
そ
の
他
、
ク
ラ
ブ
の
発
爽
有
志
に

よ
る
展
示
、
演
奏
等
、
様
々
な
分
野
で
活
発
に
活

動
し
た
。学
写
生
会

京
都
市
植
物
園
で
実
施

十
月
十
日
咽

秋
季
遠
足

春
季
遠
足
が
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
今
回
は
、
歩
く
こ
と

を
主
眼
に
し
た
。

十
一
月
十
二
日
圈

収
穫
感
謝
礼
拝

ン
ド
ベ
ル
と
聖
歌
隊
の
合
唱
に
ょ
る
賛
美
礼

ハ

拝
を
持
ち
、
翌
十
日
団
に
、
収
穫
物
を
持
ち
ょ

り
、
午
後
か
ら
は
、
そ
れ
ら
と
募
金
を
持
っ
て
施

設
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
交
流
を
持
っ

た
。

十
二
月
十
七
日
倒

ペ
ー
ジ
エ
ン
ト

午
前
の
部
は
、
生
徒
・
教
職
員
が
ク
リ
ス
マ
ス

礼
拝
と
し
て
守
り
、
午
後
の
部
は
、
京
都
市
西
京

区
に
あ
る
平
安
徳
義
会
の
人
々
(
幼
稚
園
児
か
ら

中
学
生
ま
で
十
二
人
)
を
お
招
き
し
、
一
般
の
人

と
と
も
に
守
っ
た
。
な
お
、
平
安
徳
義
会
の
方
に

は
、
 
Y
W
C
A
ク
ラ
プ
員
と
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
腕
を
振
る
い
接
待
に
あ
た
っ
た
。

丁
つ
こ
0

日
咽

高
校
体
育
祭

九
月

前
日
の
雨
の
た
め
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
生
徒

た
ち
の
強
い
希
望
も
あ
っ
て
強
行
。
マ
ス
ゲ
ー
ム

と
応
援
合
戦
、
い
く
つ
か
の
団
体
種
目
の
み
を
行

ナ

九
月
二
十
三
日
困

学
体
育
祭

悪
天
候
で
は
あ
っ
た
が
な
ん
と
か
実
施
で
き

た
。
全
学
年
、
赤
・
青
・
白
の
三
組
に
分
か
れ
て

競
技
を
行
っ
た
。
途
中
大
雨
の
た
め
い
く
つ
か
の

競
技
を
残
し
た
ま
ま
終
了
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か

つ
た
の
が
残
念
で
あ
る

文
化
祭
九
月
二
十
四
日
圈
S
 
十
六
日
⑪

中
高
と
も
、
一
、
二
年
生
は
ク
ラ
ス
展
尓
、

年
生
は
演
劇
発
表
と
い
う
例
年
通
り
の
形
で
の
文

化
祭
で
あ
っ
た
。
台
風
の
た
め
予
定
を
縮
小
し
て

の
実
施
で
あ
っ
た
が
出
し
物
は
す
べ
て
力
作
揃
い

で
好
評
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

十
月
八
日
圈
S
九
日
出

体
験
学
習

中
学
三
年
生
が
富
山
県
氷
見
・
島
尾
海
岸
に
て

地
曳
網
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
体
験
大
敷

網
、
魚
市
場
を
見
学
し
た

社
会
科
見
学

中
学
奈
良
市
内

高
一
京
都
市

十
月
二
十
六
日
御

国
際
中
高

九
月
一
日
咽

始
業
式

七
月
入
学
生
十
七
人
(
中
学
十
三
人
、
一
局
校

二
十
三
人
)
が
加
わ
っ
て
、
二
学
期
の
始
業
式
を

十
月

日
儉

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

東
山
歴
史
散
策
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尚
奈
良
県
明
日
香
村

サ
イ
ク
リ
ン
グ

回
神
戸
市

神
戸
散
策

同
和
教
育
十
月
二
十
六
日
側
S
三
十
一
日
幽

今
年
は
障
害
者
差
別
の
問
題
に
つ
い
て
学
習
。

講
演
会
山
田
火
砂
子
(
映
画
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
)

学
ク
ラ
ス
懇
談
会

十
一
月
四
日
困

授
業
参
観
お
よ
び
担
任
と
の
ク
ラ
ス
懇
談
。

創
立
記
念
礼
拝

講
師
に
松
山
義
則
総
長
を
お
迎
え
し
て
同
志
社

創
立
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
。

中
学
校

校
ハ
レ
ー
下
ル
大
会
十
旦
十
八
日
咽

本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

示
教
人
権
週
問
卜
一
月
一
日
⑪
S
六
日
ω

出
会
い
」

学
園
祭
九
月
二
十
七
日
⑪
S
九
同
十
日
困

本
校
お
よ
び
大
学
会
館

各
学
年
行
事
、
生
徒
厶
五
汀
事
、
ク
ラ
ブ
展
覧
会

お
よ
び
青
森
県
の
風
間
浦
中
学
校
と
の
交
流
。
特

に
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
全
校
生
徒
で
製

作
し
た
マ
イ
ク
ロ
ア
ー
ト
の
「
飛
び
立
っ
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー
号
L
 
と
宇
宙
」
の
巨
大
作
品
は
「
す

ご
い
し
の
喜

体
育
祭九
月
一
ト

前
川
宗
甫
(
関
西
学
院
大
学
教
授
)

「
良
き
実
を
つ
け
る
」

早
川
須
賀
子

(
「
、
シ
ー
ザ
ス
.
ロ
ー
ド
」
社
長
)

自
分
を
愛
す
る
こ
と
」

榎
本
て
る
子
(
京
都
教
区
巡
回
牧
師
)

マ
イ
ナ
ス
の
世
界
」

播
磨
酵

権
行
事年
生
全
員

.

収
穫
感
謝
礼
拝
と
施
設
訪
問

演
劇
鑑
賞

公
園
物
語
1
わ
れ
ら
自
由
猫
」

一
年
生
〔
五
コ
ー
ス
(
前
の
映
画
鑑
賞
含
空

か
ら
選
択
〕

O
o
m
工
一
m
l
》

い
ち
ぱ
ん
倬
い
者
」木
安
透
(
世
光
教
会
牧
師
)

放
課
後
果
物
を
も
っ
て
、
生
徒
会
役
員
・
ホ

ザ
ナ
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
員
が
白
川
学
園
を
訪
問
.

交
流
し
た
。

創
立
記
念
礼
拝

十
一
月
二
十
日
幽

奨
励
「
同
志
社
S
あ
こ
が
れ
か
ら
の
出
発
S
L

中
村
信
博
(
同
志
社
女
十
本
柔
教
部
長
)

能
・
狂
言
鑑

ト
ニ
月
九
口
困

三
年
生
(
全
員
参
加
)

国
語
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
。

十
月
五
日
働

日
希
の
た
め
延
期

(
光
明
園
家
族
教
会
牧
師
)

十
打
六
日
ω

見
学「
琵
琶
湖
博
物
館

「
立
命
館
課
平
和
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
・
陪
審
法
廷
」

「
り
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
(
大
阪
人
権
博
物
館
)
L

見
学
と
散
策

「
人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て
」

読
書
週
問

一
月
八
日
⑪
S
十
Π
①

月
十
日
個

河
村
能
希
土

ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
礼
拝
十
二
月
十
日
圈

全
く
新
し
い
自
由
参
加
の
企
画
で
、
タ
刻
、
同

志
社
礼
拝
堂
(
チ
ャ
ペ
ル
)
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。

聖
歌
隊
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
、
管
弦
楽
部
、

、ノ

演
劇
部
.
一
講
部
・
生
徒
会
役
員
の
奉
仕
で
同
中

生
・
保
護
者
を
中
心
に
約
五
百
人
が
参
加
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

十
二
月
二
十
日
側

奨
励
「
夢
の
贈
り
物
」

山
杢
肴
(
同
郡
傑
中
鞍
・
一
無
学
校
篇
)

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

十
二
月
二
十
三
日
咽
S
ニ
ト
ヒ
日
⑪

↓
工
川
r
》
↓
m
m
↓
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年
生
(
自
由
参
加
)

四
泊
五
日
で
、
長
野
県
士
貧
局
原
一
の
瀬
ス
キ

1
場
へ
百
七
十
人
参
加
。

幼
稚
園

八
月
五
日
困

琵
琶
湖
キ
ャ
ン
プ

年
長
組
の
園
児
が
、
比
良
の
琵
琶
湖
キ
ャ
ン
プ

場
へ
出
掛
け
、
水
遊
び
、
バ
ー
ベ
キ
ユ
ー
、
ス
ィ

゛
、ノ

力
割
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

九
月
六
H
⑪

"
,
防
ち
ぴ
っ
こ
大
会

年
中
・
年
長
の
園
児
が
、
上
京
消
防
署
へ
出
掛

火
事
に
つ
い
て
の
驫
を
聞
い
て
ハ
ネ
ル
シ

、

けア
タ
ー
を
観
た
り
、
畑
の
中
を
通
っ
て
の
体
験
学

習
、
ま
た
吹
奏
楽
の
演
奏
を
聴
い
た
り
し
た
。

九
月
十
七
日
圈

月
お
誕
生
日
会

午
前
中
は
、
教
員
た
ち
が
園
児
に
寸
劇
・
音
楽

な
ど
の
出
し
物
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
そ
の
月
に

誕
生
日
を
迎
え
た
園
児
と
莅
・
教
員
が
昼
食
を

壮
ハ
に
し
、
ケ
ー
キ
に
口
ー
ソ
ク
を
つ
け
て
お
祝
い

を
し
た
。
九
月
は
、
七
人
の
園
児
が
誕
生
日
を
迎

え
た
。

十
月
一
日
囲

入
園
考
査

二
0
0
0
年
度
の
入
園
希
望
者
を
親
子
で
面
接

を
し
た

十
月
二
日
出

バ
ザ
ー

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
、
同
窓
会
幼
稚
園

が
共
に
女
子
中
高
の
会
場
で
、
手
作
り
の
品
や
寄

贈
品
を
販
売
し
た

十
月
九
日
団

運
動
会

女
子
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
園
児
が
各
学
年

に
分
か
れ
て
、
父
母
と
共
に
、
競
技
や
ダ
ン
ス
な

ど
を
し
た
。

十
月
十
八
日
側

遠
足
丹
波
白
然
公
園
へ
(
年
中
・
年
長
の
園
児
)

十
円
十
九
日
働

園
児
大
会

年
中
の
鬮
児
が
示
都
会
館
へ
出
掛
け
、
市
長
さ

ん
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
歌
や
手
遊
び
を
楽
し
ん
だ
。

十
月
二
十
一
日
困

遠
足
ヒ
賀
茂
神
社
へ
(
年
少
の
園
児
)

十
月
お
誕
生
日
会

↓
打
一
↓
日

十
二
人
の
園
児
と
お
母
さ
ん
と
共
に

十
月
二
十
九
日
倒

園
外
保
育

園
児
全
員
で
梅
小
路
公
園
へ
出
掛
け
、
秋
の
自

然
を
楽
し
ん
だ
。

十
一
月
五
日
圈

親
睦
会

年
長
組
の
親
子
で
、
陶
器
の
お
皿
と
秦
わ
ん

の
絵
っ
け
を
し
た
り
、
も
ち
つ
き
を
し
て
・
楽
し
ん
だ
。

月
卜
日
困

十

親
睦
会

年
中
組
の
親
子
で

月
士
日
圈

親
睦
会

ト

年
少
組
の
親
子
で
。

十
一
月
お
誕
生
日
会
十
一
月
十
九
H
囲

七
人
の
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち
と
共
に
。

十
一
月
二
十
五
日
術

収
穫
感
謝
祭

園
児
た
ち
が
野
菜
や
果
物
を
持
参
し
、
感
謝
の

礼
拝
を
行
っ
た
。

月
二
十
六
日
樹

校
祖
参

十
一

新
島
先
生
の
墓

校
祖

園
児
全
員
と
父
母
で
、

.

前
で
礼
拝
を
し
た
。

十
二
月
二
日
困

シ
チ
ユ
ー
の
日

収
穫
感
謝
祭
の
時
持
参
し
た
璽
を
使
っ
て
作

つ
た
シ
チ
ユ
ー
を
園
児
全
員
で
食
べ
た
。

十
二
月
七
日
四

ク
リ
ス
マ
ス
会
食

園
児
全
員
で
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
果
物
な
ど
を

食
べ
た
。

十
二
月
十
日
幽

十
二
月
お
誕
生
日
会

十
四
人
の
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち
と
共
に
。

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会
十
二
月
十
七
日
圈

新
島
会
鯲
で
、
園
児
全
員
と
父
母
と
共
に
、
イ

エ
ス
さ
ま
の
お
誕
生
を
お
祝
い
す
る
礼
拝
を
行
っ

た
後
ヘ
ー
ジ
エ
ン
ト
、
歌
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
な
ど

を
し
た

」ι
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